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地震予知研究計画への提言 I：短期予知
Proposal for Earthquake Prediction Program I: Short-term Prediction
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地震予知研究は国家計画として数十年にわたり行われてきましたが、いまだに短期予知に成功した事はありません。そ
の主な理由は、従来の研究が地震観測に偏重してきたためと思われます。地震予知研究に地震観測が必要なのは当然で
すし、それによって、わが国には世界に誇る地震観測網が生まれ、地震学の進展に多大の貢献をしてきたことは言うま
でもありません。しかし、それだけでは地震短期予知を達成することが困難であることも学界の共通認識です。
地震を短期予測するためには、地震直前の先行現象の検知が必須ですが、現在までの地震学ではそれを不可能として,

予知計画ではほとんど無視されて来ました。しかし、それが電磁気現象、地球化学（ラドン濃度変化等）及び地下水異
常（水位・温度・成分変化）などの観測によっては可能であることが、近年、我が国を含めて世界各地で報告されてき
ました。地震は予知の成否にかかわらず発生しますが、短期的に警報が発せられていれば、人命・火災・津波などの被
害は劇的に軽減するでしょう。我が国は、電磁気学手法による地震予知研究などで世界をリードしており、東日本大震災
でも先行現象の可能性がある電磁波の伝搬異常、電離圏の電子密度変動などが報告されつつあります。しかし、これら
は短期予知が科学的射程内に入ってきた可能性を示すものにすぎません。その具体化には適切な予算措置、人員の確保
などがどうしても必要です。地震先行現象の検知や解明には長い時間がかかると考えられますが、現在の社会情勢では
短期予知のための研究費やポストの獲得は至難であり、ほとんどすべての新人たちは研究に携われなくなっています。
我々は、短期予知の目標に一歩でも近づくべく、地震予知学・技術の確立に向けて、地震電磁気学的手法を中心とし

た 21世紀のフロンティア研究を地震予知計画に取り入れることを強く提案します。短期地震予知の達成及びその技術移
転は、今後爆発的な人口増加・経済発展の期待されるアジア・中東・中南米諸地域における安心・安全のためにも、我が
国がなし得る最大級の国際貢献となるでしょう。
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